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野
山
に
春
が
訪
れ
、
山
菜
採
り
な
ど
を
楽
し
む

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
冬
眠
明
け
の

ヒ
グ
マ
が
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
の
多
く
は
、
山
菜
採

り
な
ど
で
山
に
入
っ
た
際
に
不
意
に
遭
遇
す
る
こ

と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い

た
め
に
、
ま
た
、
遭
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
単
独
行
動
は
絶
対
に
し
な
い
。
ま
た
、
必
ず
家

　

族
に
ど
こ
へ
行
く
か
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
時
の
た
め
に
、

　

携
帯
電
話
や
鏡
、
発
煙
筒
な
ど
の
連
絡
手
段
を

　

必
ず
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
目
立
つ
格
好
を
し
て
、
水
や
非
常
食
を
持
っ
て

　

行
く
な
ど
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
地
元
の
人
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
な
ど
を
聞
い

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
熊
の
注
意
喚
起
看
板
の
あ
る
場
所
付
近
に
は
絶

　

対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
鈴
や
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に

　

つ
け
て
、
人
の
存
在
を
早
め
に
知
ら
せ
る
よ
う

　

な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

　

に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。
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七
重
浜
か
ら
三
ツ
石
ま
で
の
海
岸
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

海
岸
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
流
れ
着

き
ま
す
。
私
た
ち
の
き
れ
い
な
海
岸
を
守

る
た
め
、
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
／
５
月
24
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
１

　

時
間
程
度（
雨
天
延
期
／
５
月
31
日
㈰
）

●
参
加
方
法
／
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
お

　

近
く
の
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

　

い
。
集
合
場
所
は
市
役
所
ま
た
は
各
町

　

内
会
・
自
治
会
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
袋
は
市
で
用
意
し
ま
す

　

が
、
軍
手
や
火
ば
さ
み
な
ど
は
各
自
で

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

●
そ
の
他
／
当
日
の
午
前
７
時
に
防
災
無

　

線
で
実
施
ま
た
は
延
期
の
周
知
放
送
を

　

行
い
ま
す
。
（
延
期
の
場
合
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
）
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海
岸
線
ク
リ
ー
ン
作
戦

家
族
み
ん
な
で

き
れ
い
な
海
岸
を
守
ろ
う

山
で
の
ヒ
グ
マ
・

遭
難
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

山火事の予防にご協力を
　雪解けとともに空気が乾燥し、山火事が起こ
りやすい季節になります。
　春先やゴールデンウィーク時期になると、山
菜採りやレクリエーションなどにより入山者が
増え、たき火やたばこの不始末による人為的な
火災が多く発生します。
　次の点に注意して入山し、山火事を防ぐよう
にしましょう。

●森林周辺でのごみ焼きや、枯草などが多い場
　所で、たき火をしない。
●喫煙をされる方は、携帯用灰皿を携行し、吸い
　がらは必ず消し、投げ捨てしない。
●火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況
　を十分確認し、消火用の水などを用意する。
　　総合分庁舎農林課農林係
☎７７－８８１１［内線１２２］

　ドクガの毛虫は体長２ｃｍ程度、黒色でオレ
ンジ色の筋模様があり、イタドリ（ドンゲ）やハ
マナスを好んで食べます。毒針毛を持っており、
皮膚に触れると激しいかゆみを伴う皮膚炎を発
症します。
　毛虫の被害を避けるために、むやみに空き地
などの草むらに立ち入らないようにしてくださ
い。万が一毛虫に接触してしまった場合は、テー
プなどで毒針毛を除去し、流水で洗い流しま
しょう。また、症状がひどい場合は皮膚科などの
受診をお勧めします。
　駆除は毛虫がまだ小さい時期が効果的ですの
で、空き地などの所有者は、なるべく早い時期に
草刈、毛虫駆除を行うなど、管理を徹底するよう
お願いします。
　　市役所環境課環境係[内線２６２～２６５]
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ドクガの毛虫に
予防強調期間　４月21日～５月31日 ご注意を


